
【教職員研修内容（授業）】

①教育課程編成・実施
②校内における協働体制
③資質・能力向上、学力向上
④指導と評価の一体化
⑤「個別最適な学び」と「協働的な
   学び」の一体的な充実
⑥外国語教育・国際理解教育の
   充実
⑦道徳教育の充実
⑧特別活動の充実
⑨特別支援教育の充実
⑩ＩＣＴ等を利活用した情報教育の
   充実

「問い」と「対話」が生まれる研修会、指導と評価の一体化を図る授業改善等による資質能力の向上

中頭指導行政重点事項の達成状況調査
（R６．1２月） ※〔 〕はR５
「充実している」の割合

○問いサポ活用・授業改善
小 ３２．９% 〔40.9〕 中 ２６．７% 〔9.7〕
○校長の授業参観
小 ８．４回 〔8.4〕 中 ６．０回 〔5.7〕
○教頭の授業参観
小 ４.７回 〔4.4〕 中 ３．３回 〔3.2〕
○補習の時間確保
小 ４０．３% 〔49.3〕 中 １０．０% 〔9.7〕
○振り返り・学習計画の時間確保
小 １７．９% 〔 - 〕 中 ２３．３% 〔 - 〕

○指導案作成をともなう授業実践の機会
小 ６５．７% 〔64.2〕 中 ３６．７% 〔25.9〕
●全国学調の分析・考察、情報共有
小 ４９．３%〔46.3〕 中 ３０．０%〔38.7〕
○教科会の充実
中 ７３．３％ 〔61.3〕
〇校内教育支援委員会の充実
小 ７３．１% 〔71.6〕 中 ６６．７% 〔54.8〕

  

○教育基本法第９条
○教育公務員特例法21条
○中教審教員養成部会
○教職員研修事業計画書
○学習指導要領(平成29年)
○小学校,中学校,高等学校及び特別
   支援学校等における児童生徒の学
   習評価及び指導要録の改善等につ
   いて（通知）  （平成31年）
○新・沖縄21世紀ビジョン基本計画
○沖縄県教育大綱
○沖縄県教育振興基本計画
○学校教育における指導の努力点
○沖縄県学力向上推進本部会議から
の提言

○沖縄県学力向上推進施策「自立し
    た学習者」育成プロジェクト
○スクールプラン

最多・最大の最高を追求する中頭教育の創造
～地域に根ざし、共に子供の育ちを保障する、持続可能な潤いの「魅力ある学校」づくり～

令和６年度の状況

育成をめざす資質･能力
○実際の社会や生活で生きて働く
「知識及び技能」の習得

○未知の状況にも対応できる
「思考力、判断力、表現力等」の育成

○学んだことを人生や社会に生かそうとする
「学びに向かう力、人間性等」の涵養

教育庁中頭教育事務所

中頭指導行政の基本方針

総括目標

１ 「わったーわらびの学び」の保障

２ 教職員の資質・能力の向上をめざす組織づくりの推進

３ カリキュラム･マネジメントを生かした自律的学校経営の推進

「個が光る」中頭の教育を共に創る
～誰一人取り残されない学びの保障～

重点
目標

重点
事項

国・県の施策

○授業研究・改善の取組における
中心的役割
○学年や分掌等の連携・協働
体制の中心的役割と教職員へ
の指導助言

○授業に対する適切な指導助言
や授業研究・改善の風土醸成
○全校的な視点で学校の連携・
協働体制への支援及び教職員
への適切な支援・育成

○同一教科等小グループによる
指導案検討、模擬授業を実施
○特定課題研究に係る検証授業
報告会実施

○グループ研修の充実
○課題研究報告書の作成
○指導案検討会,検証授業の公開
と授業反省会を校内で実施
○授業研究会の記録

○小グループによる指導案検討会を
   経て全員模擬授業実施
○先輩教師による示範授業の参観及
   び研究協議

令和７年度 教職員研修推進構想

研
修
の
視
点

【教職員研修内容（連携）】

⑪生徒指導の充実
⑫キャリア教育の充実
⑬職員の服務、倫理
⑭幼児児童生徒の人権
⑮平和教育の充実
⑯危機管理
⑰環境教育の充実
⑱へき地教育の充実
⑲幼児教育の充実
⑳学校図書館教育の充実
㉑教員の地域連携の充実

取
組
事
項

□ 教職を支える力
○倫理観・使命感・責任感
○教育的愛情・人権意識
○豊かな人間性・学び続ける力

□ 人権尊重を礎とする
多様な児童生徒の理解
○人権を尊重する教育の推進
○特別な配慮や支援を必要とする
児童生徒等への対応

□ 生徒指導力
○児童生徒理解
○個別指導・集団指導

□ 授業実践力
○授業実践力（教諭）
・学校保健実践力（養護教諭）
・食育推進力（栄養教諭）
□指導計画（Plan）
□指導実践（Do）・学習評価（Check）
□授業研究（Check ）・改善（Action）

□学校運営力
○連携・協働
○安全・危機管理
○課題解決
〇事務処理
〇情報活用・管理

１ 授業研究と日常の授業を結ぶ校内研修の充実
２ 校内ＯJＴの充実による人材育成の推進
３ 授業力向上に向けた公開授業の実施
４ 教科部会や学年会等の充実による授業改善の推進

１ 複雑化・多様化した課題や変化が激しい時代の中で、新しい時代の教育への対応などができ
    る学校教育を実現するために、教員一人一人が実践的な指導力などの資質能力の向上を図る。
２ 教職員研修は、常に教育実践に基づく実証的、創造的な研修にすることが必要であり、その
    成果が教育課題の改善に生かされるように推進する。（評価・改善）
３ 研修の種別は、基本研修（指定研修と職務研修）、課題研修、専門研修、特別研修とする。
４ 沖縄県公立学校教員等育成指標に基づき、教員のキャリアステージに応じた教職を支える力、
    人権尊重を礎とする多様な児童生徒の理解、生徒指導力、授業実践力（養護教諭は学校保健
    実践力、栄養教諭は食育推進力）、学校運営力などの学校教育の充実に向けた資質能力を確
    保する。

キャリアステージに応じた経験段階とステージ像

採用ステージ 基礎ステージ 充実ステージ 発展ステージ 指導ステージ

学校に活力を与える！ 担当校務をしっかり担う！ 教育活動を推進する！ 中心的役割を果たす！ 全体的な視点から学校を支える！

（１年目） （２～４年目） （５～９年目） （10～17年目） （１８年目以降）

○教育活動に関する基礎的・基本的な知識・
技能等を生かして、児童生徒等の実態等を
踏まえた教育活動を実践することができる。

○教員としての自覚を持ち、チーム・学校の
一員として、他の教職員に積極的に指導・助
言を求めながら、連携・協働体制のもとで、
担当する校務に取り組むことができる。

○教育活動に関する知識・技能等
を生かして、児童生徒等の実態
等に応じた教育活動を実践する
ことができる。
○チームとしての学校の一員とし
て、他の教職員と連携・協働し

    ながら、担当する校務を担うこ
    とができる。

○教育活動に関する知識・技能等を
   充実させ、創意工夫を生かした教
   育活動を実践・推進することがで
   きる。
○経験の浅い教職員に積極的に関
   わる等、同僚性の向上や連携・協
   働の充実を図り、連携・協働体制
   の構築を推進することができる。

○自らの経験や強み等を生かして、
学校全体の状況や地域の実態
等を踏まえた教育活動を効果的
に推進することができる。
○学年や分掌等の連携・協働体制
において、中心的な役割を果た
し、他の教職員に指導・助言をす
ることができる。

○豊かな知識・技能や経験等を
    生かして、全校的な視点から、
    教育活動をより効果的・効率的
   に推進することができる。
○チームとしての学校の連携・協
働体制を支え、他の教職員を適
切に支援・育成することができる。

（ 臨任研 ） < 初任研 > < ２年研 > < ３年研 > < ５年研 > < 中堅教諭等研 > メンター （ 支援者 ）
   ←－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 自主研修 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－→

○幅広い教養と教職に関する専門的知識・技能を有し、常に学び続ける実践的指導力がある

○自然・歴史・文化に誇りを持ち、多様性を受容し、グローバルな視点を兼ね備えている

○豊かなコミュニケーション能力を有し組織力を活用できる総合的な人間力を持つ

○人間性豊かで、教育者としての使命感と幼児児童生徒への教育的愛情がある めざす
教職員像

カリキュラム・マネジメントを生かした自律的学校経営の推進

★研修観の転換を図り、「相似形の研修」の実践を活かしたエージェンシーの発揮 主体的・対話的で深い学びを推進する教師力

１ 子どもの姿や発表を丁寧に見る、聞く（捉える）
２ 子どもの思いや考えを理解する（解釈する）
３ 本時のねらいとの関係を考える（照合する）
４ どのように振る舞うか決める（判断する）
５ 分かりやすく板書したり端的に発問したりする（振る舞う）

〇「相似形」の研修を基本とする校内研修、教科会、学年会等、同僚やメンター（支援者）との
   かかわりによる組織的な取組 （研修に対する共通言語の創出）
〇授業研究会を実施するとともに、研修の成果を振り返り、実際の授業に生かす
（個別最適な学び、ICT機器の利活用）
〇指導と評価の一体化のために「単元の評価規準」を作成する（学習・指導改善）

教職員の資質・能力の向上をめざす組織づくりの推進

教職を
支える力

人権尊重
を礎とする
多様な児童
生徒の
理解

生徒指導力 学校運営力

授業実践力

「わったーわらびの学び」の保障

沖縄県公立学校教員に求める５つの力

学校においては、教職員一人一人が経験年数に応じ、自らの役割と責任を自覚するとともに「常に学び続ける」その能力が十分発揮されることにより、
自校の課題解決を図ることができる。そのため、教職員が自らの資質能力の向上を図り、その職務を遂行するために自発的、積極的に研究と修養に努める
ことが重要である。

取り組みの共有・参考は

「わくどき なかがみ ポータルサイト」

しっかり

を キーワードに

各学校の
取り組みを

じっくり たっぷり 対話問い
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